
３－１－１

3

1 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

　城南児童会館の改修、有浦児童会館分館新設については、児童の健全育成環境整備という
点で評価できる。
　共働き家庭の増加で、今後とも開設時間の延長希望も増加すると思われるが、子どもを中心に
据えた対応をぜひお願いしたい。

学校支援地域本部事業の推進

活動内容

　昨年度までの文部科学省委託事業を今年度は補助事業として実施。実施本部は昨年度の５
本部（６校）から１１本部（１２校）となり、地域の教育力を学校教育へ活用し、地域ぐるみで子ども
をはぐくむ環境を整備する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　それぞれの本部で特色のある事業展開がされている。
　限られた予算の範囲で、それぞれの本部で工夫され、評価できる。

課題等

　来年度は、全小中学校で事業を実施することとしているが、県の方針が中
学校区に１本部の方針のため、２５年度以降の地固めの時期ととらえ、事業を
展開する必要があり、研修会等で意識の定着が求められる。

　それぞれ特色のある事業が行われていることは評価できる。
　地域資源の「人財」を学校教育に活用することは、学校にとっても、地域の方々にとっても生き
がいとなり、意味のあることだと思われるので、双方向での事業展開が望まれるが方向性がほし
いところである。

学社連携事業の充実

放課後児童健全育成事業及び放課後子ども教室推進事業の実施

活動内容

　厚生労働省の「放課後児童健全育成事業」及び文部科学省の「放課後子ども教室推進事業」
を実施し、「安全･安心」を第一に充実した放課後を過ごせる場を提供。事業は市内１９小学校全
学区で実施しており、有料５館については希望者へ７時までの時間延長を実施する。
　放課後子ども教室の内容が児童クラブと同様であり、放課後児童クラブの要望のある教室につ
いて児童クラブへの移行を検討する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

  児童の放課後の居場所づくりとしての「放課後子ども教室」、放課後の保育に欠ける児童対象
の「放課後児童クラブ」の実施はおおむね順調に実施された。児童クラブでの間食の恒常実施
は、児童の情緒の安定に寄与している。
  狭隘化の解消が課題となっていた城南児童会館、有浦児童会館については、城南児童会館
の改修、有浦児童会館分館の開設で、おおむね解消され評価できる。
　子ども教室から児童クラブへの移行については、学校の構造上の問題を解決できず、緊急ア
ンケートを実施するも、時期が遅かったこともあり、新年度当初に予算化できなかった。

課題等

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

　放課後児童クラブについては、有料５館と学校で実施している２館の活動
内容の格差を是正していくことが求められている。
　子ども教室から児童クラブへの移行については、計画的に両事業の併設を
検討していく。
　それに伴い、学校内で実施している児童クラブについても有料化の検討が
必要となる。
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３－１－２

3

1 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

達人講座の継続実施

活動内容

　地域のサークル等の講師が、小・中学生（親子含む）を対象にボランティアで講座を開設。今
年度は１７講座を実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　委託事業終了後の今年度も、講座の入れ替えがあったものの、地域の達人が１７講座を自主
的に開設しており、２１７人の子どもたちと親６３名、合計２８０名が登録して、様々な活動をしてい
る。
地域の教育力の活用が図られており、評価できる。

課題等

　引き続き、地域の教育力を生かして子どもたちへの体験活動を継続させた
い。

　スポーツやお茶のほか、曲げわっぱ作りや曲げわっぱ太鼓のように、大館でしか体験できない
内容もあり、評価できる。今後も引き続き地域の力を借りながら事業展開をしてほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　「しゃべり場」については、子育てサポーターへ働きかけ、「家庭教育支援チーム」が12か所で
開催し、460人の参加があった。工業高校生の協力なども得ながら様々なプログラムを展開しで
きたことは評価できる。
　「子育て講座」については、56回の開催となり、前年度より増加している。

課題等

　「家庭教育支援チーム」が機能できるよう引き続き援助し、「しゃべり場」を開
設していくものの、プログラムを組むことに集中しすぎずに、プログラムの用意
されていない空間の中で、子育て中の母親などがのんびりでき、育児不安の
解消につながるよう努めることが課題といえる。

　子育ての基本は家庭であり、子育て中の母親が孤立することなく、ゆとりを持てる時間づくりに
配慮していることは評価できる。
　今後も引き続き、関係機関と連携のうえ、事業を継続していただきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

学社連携事業の充実

家庭教育の充実

活動内容

　県市町村少子化対策包括交付金を活用し、継続して家庭教育推進事業を実施する。「子育て
講座」は、市内幼稚園、保育園、小・中学校より56講座の申込みがあり、また、「しゃべり場」は子
育てサポーターと連携し、子育て中の親を対象に育児の悩みや不安解消を図る。
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３－１－３

3

1 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　

課題等

　

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　音楽療法士の行う音楽活動のほかに、要請学校に偏りがあるものの、学校、病院での音楽療
法が実施された。
　音楽療法の対象児については、長期的なかかわりの中で表情が和らぐ、心の変化がみられ、
情緒の安定が図られたこと等の成果が上がっていることは評価できる。

課題等

　緊急雇用の期限が終了し、市費のみでの継続は難しく、「音楽療法士」が
なかなか認知されていないこともあり、今年度関わってきた児童への今後の
対応が課題といえる。

　緊急雇用制度の利用のため単年度ということはとても残念である。
　行政で音楽療法士を雇用し、さまざまな分野で音楽療法が活用されるものになることを期待し
たい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

学社連携事業の充実

音楽療法士派遣事業

活動内容

　学校、児童館、保育園、病院（小児科）、おおとり教室等からの派遣依頼を受け、音楽療法士
を派遣し、児童の情緒の安定を図る。（緊急雇用創出臨時対策基金事業を活用）
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３－２－１

3

2 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

少年相談センターの活動の充実

活動内容

　青少年が抱える悩みや問題を解決するための相談活動や補導員による巡回活動のほか、関
係機関・団体・学校等と連携した様々な活動を行うことにより、青少年の健全育成を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　センターにおける相談活動や、関係機関・関係者との定期的な協議、補導員との合同巡回な
ど、青少年の抱える問題の解決と環境維持に努めているほか、放課後児童健全育成のための
関係機関との調整役など、評価できる。

課題等

　引き続き、運営協議会委員、補導員、学校など関係機関と連携し、学校訪
問、合同巡回等、青少年健全育成のための環境維持に努める。

　子どもたちを取り巻く環境はより複雑になってきている。その中で、他機関との調整役が相談セ
ンターであり、重要な機関といえる。活動内容についても評価できる。
　今後も引き続き関係機関との連携を密にし、青少年健全育成のため継続していただきたい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　関係機関や団体と連携しながら、「青少年を非行から守る市民のつどい」「社会を明るくする運
動」を開催して、市民の意識高揚を図り、青少年を取り巻く環境整備・浄化に努めている事が評
価できる。

課題等

　今後も引き続き、大館市青少年健全育成推進方針を策定し、青少年健全
育成に対する市民の意識高揚、環境整備など様々な活動を通し、青少年健
全育成を図る。

　次代を担う青少年の健全育成のための活動は評価できる。今後も関係機関と連携のうえ、事
業の継続を図る活動を推進していただきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

青少年健全育成活動の充実

活動内容

　青少年健全育成推進方針を策定し、関係機関と連携を図りながら様々な活動を実施し、青少
年健全育成に対する市民の意識高揚と、青少年健全育成のための環境整備を図る。
　○７月２日「青少年を非行から守る市民のつどい」　「第６１回社会を明るくする運動」
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３－２－２

3

2 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

活動内容

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　

課題等

　

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　他に、ボーイスカウト秋田第４分団、大館地区少年保護育成委員会、大館鳳鳴高等学校振興
会など、社会教育に関わる団体へ補助金を交付し、市の活動を支援している。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で交付し、支援する。

　市の厳しい財政事情もあると思いますが、継続的な支援をぜひ進めていただきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

関係機関への支援

活動内容

　青少年育成大館市民会議、大館市子ども会育成連合会、大館地区少年保護育成委員会な
ど、青少年健全育成関係団体に活動費の補助や活動支援を行うことにより、地域の青少年健全
育成活動の充実を図る。
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３－２－３

3

2 担当課（館）

④ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑤ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

公民館事業における青少年の健全育成の取り組み

活動内容

　小中学生を対象に土曜日や長期休業日などの休業日を利用し、各公民館で少年教育事業を
開催し、青少年健全育成に取り組む

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　中央公民館の「わんぱくスクール」や「夏休み将棋教室」、「新春書初め交流会」をはじめ、各
地区公民館では「二井田ちびっこ祭り」や「天神講（十二所公民館）」、「数学教室（真中公民
館）」など様々な少年教育事業を実施し、少年期からの生涯学習に取り組んでいる。

課題等

　今後も少年教育事業を継続して実施していくが、各地域に応じた事業の取
り組みを進めたい。

　地域の特色が多分に生かされた事業を実施できたことを評価したい。今後も事業内容を工夫
しながら継続して取り組んでほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　中央公民館事業の一つである「わんぱくスクール」で、講師補助として県立大館桂高等学校の
生徒に４名（２回（各２名））の参加があった。初年度の取り組みで参加が複数回あったことは評
価できると考える。

課題等

　講師補助として参加してもらっているが、初年度ということもありボランティア
の役割が曖昧な部分があったため、来年度開催時には役割確認をして、ボラ
ンティアにとっても生涯学習として参加できる事業の展開を検討する。

　ボランティアへの関心・参加、社会参加等への関心はまだ充分でない状況である。それ故に一
つの事業に特定せず、年間を通して参加できるような受け入れ体制と状況整備が必要と思われ
る。また、参加の呼びかけも市内全校に拡大されたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

青少年の健全育成と地域活動の促進

公民館事業への生涯学習ボランティアの参加促進

活動内容

　公民館少年教育事業の講師補助に生涯学習ボランティアとして、高校生参加を呼びかける
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３－３－１

3

3 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

生涯学習推進体制の充実

活動内容

　生涯学習に関する市民の意見・要望を反映させるため、関係相互団体と連携し、生涯学習推
進協議会において協議するとともに、地域において学習活動を奨励するため、生涯学習奨励員
の自己研鑽と活動の充実を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　生涯学習推進協議会委員には、それぞれの立場から生涯学習推進事業などへの指導・助言・
意見をいただいている。
　生涯学習奨励員は、生涯学習フェスティバルへの協力・参加、各種研修等による自己研鑽、
個々の活動による生涯学習の推進に努めている。

課題等

　今年度の生涯学習奨励員の生涯学習フェスティバルへの参加も増え、活
動内容も自己研鑽からさらに一歩進んだ活動となった。今後も、関係団体と
の連携をとりながら、より一層充実した活動が望まれる。

　今年度は、生涯学習奨励員の個々の活動から一歩進んだ活動として、生涯学習フェスティバ
ルの参加は評価できる。
　今後も活発な活動を進めていってほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　社会教育全般に対する指導・助言のほかに、研修会に出席して自己研鑽に励んでいる。
　教育委員会点検・評価への意見・提言を行っており、その活動は評価できる。

課題等

　継続して、生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のた
めの基本方針や重点施策を策定し、社会教育全般の運営を行う。

　社会教育委員はそれぞれに問題意識と課題をもって委員会に臨んできているが、今後も引き
続き、社会教育推進のため継続していただきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

社会教育委員の活動の充実

活動内容

　生涯学習推進計画や社会教育推進計画等、社会教育推進のための基本方針や重点施策を
策定し、社会教育全般の運営を行う。平成２０年度からは、教育委員会点検・評価への意見・提
言を行っている。
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３－３－２

3

3 担当課（館）

③ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

「大館市出前講座」の充実と活用

活動内容

　市民の自主的な学習活動を支援するため、市の制度や事業等について市職員が出向いて説
明を行う「出前講座」を実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　今年度は、４６講座。３月１２日現在で７９件、２，２７１人の参加者があり、音楽療法士による音
楽活動の出前講座など新規講座数の増加に伴い、昨年度に比して実施件数、参加者ともに増
加しており、町内会、老人クラブ、学校の総合学習など、幅広く活用されている。
　市民の学習活動や市の情報提供に活用されていることは評価できる。

課題等

　引き続き、市民の学習要望に応えていきたい。

　メニューの再検討をしながら市民の学習要望にこたえる姿勢は高く評価したい。市民の学ぶ意
欲に応えるためにも内容充実と継続を図ってほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　今年度は１８３名が登録。更新時に活動実績を調査している。
　今年度は、人材名簿のデータベース化を図り、より使われるデータ整備をし、市民の活動やボ
ランティアなどの人材活用に機能している事が評価できる。

課題等

　引き続き、特技や知識をもつ市民を、学習ボランティアとして募集・登録し、
学校や公民館などの関係機関に紹介し、学習活動に活用してもらう。
　名簿の充実については、各地区公民館、学校、施設等のボランティア・人
財の洗い出し、発掘により、データベース化した「人材名簿」の充実を図り、
今後の利用に関しては、人財の加除を行えるようにしていくこととする。

　地域の大切な資源として「人財」を洗い出し、活動の周知を図り、発掘により名簿をデータベー
ス化したことは評価できる。
　今後も「人財名簿」の充実をお願いしたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

人材リスト「おおだて人財名簿」の充実と活用

活動内容

　特技や知識をもつ市民を「人財」として募集・登録し、学校や公民館など様々な学習活動の場
で活用するための名簿を作成する。本年度は県の緊急雇用事業を活用し、既存名簿のデータ
ベース化や、高等教育機関（大学、短大）や学校ボランティア、公民館等からの新規人財の発
掘を図り、より使いやすい名簿づくりを目指す。
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３－３－３

3

3 担当課（館）

⑤ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑥ 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

「大学公開講座」の実施

活動内容

　市民の多様化・高度化した学習要望に応えるため、地元の高等教育機関との連携による公開
講座を開催する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　今年度は医療（胎教、脳卒中、ターミナルケア）をテーマに開講した。時代に適応したテーマを
取り上げているが、各講座の対象者層が違うためか、全日程への受講者が減少し、受講者数は
延べ１２５人にとどまった。

課題等

　受講者の開催要望は、看護福祉大を意識してか、健康や病気に関するも
のが多かった。今後も市民のニーズにあったテーマでの開講を、大学側と調
整していく必要がある。

　大学との連携で、市民の多様化する学習意欲に対応した講座を開講できたことは評価できる。
内容も時宜に合った内容であるが、講座の対象がそれぞれ違うように思われるので、受講者数
については、いたしかたないとも思われる。これにとらわれず市民の意識づくりに努力されたい。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　生涯学習実践発表の場として定着してきている。
　マンネリ化の解消が課題であったが、メイン開催日では、ミニステージの参加も８団体に増え、
児童クラブの児童の参加もあり、幅が広がった。また、達人講座の発表の場として作品展示のほ
かに茶立ても初めて実施され好評であった。アリーナでは、工業高校生や自然の会の協力で
コーナーを実施し、親子でモノづくりをしている姿が多くみられ、評価できる。

課題等

　今後も、効果的な開催となるよう、各団体との調整、見直しを図る必要があ
る。

　継続的な実施により、生涯学習実践発表の場として定着しているのは評価できる。小学生から
高校生、大人まで足を運んでいることもまた、マンネリ化の解消の一歩として評価できる。
　今後もマンネリ化に陥ることのないよう、努力していただきたい。何事にあってもマンネリ化しが
ちであるので、今後とも工夫を重ねていただきたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

「生涯学習フェスティバル」の実施

活動内容

　生涯学習に関する実践活動の発表の場や理解する機会を提供するための各種イベント・行事
を、社会教育施設・各種機関・団体等に協賛・参加を呼びかけて実施することにより、市民一人
ひとりの生涯学習への意欲を高める。
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３－３－４

3

3 担当課（館）

⑦ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑧ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

公民館事業における出前講座・人財名簿の活用

活動内容

　公民館の各種事業の講師等として、出前講座や人財名簿を活用することにより、「人財」の活
用を図る

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　出前講座では、大館市老壮大学の班単位企画学習での活用や、地区公民館事業や公民館
を会場とした講座での活用により今年度実施（予定含む）が前年度より７件増の３１件で参加者
は４３３人増の１，１８８人と利用件数・人数ともの大幅な増となった。

課題等

　今後も継続して出前講座と人財名簿の活用を進めていくが、今年度一番多
かった音楽療法士への要望が、今後も同じ水準で継続できるかが問題であ
る。

　毎年のように予算が削減されていく中での事業の企画立案実施は難しいところではあるが、市
民のニーズを把握しながら出前講座や人財名簿を活用したタイムリーな事業を実施していくこと
が今後とも求められる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　中央公民館では「大館市ラジオ体操会」や「新春書初め交流会」、地区公民では「三世代交流
会（釈迦内公民館）」や「花壇コンクール（田代公民館）」など各事業や、運動会（スポーツ大会）
等を行い世代間の交流とともに公民館を活動の場とした生きがいづくりを実施している。

課題等

　年々参加者が減少傾向であり、参加者確保にむけた取り組みが必要であ
る。

　運動会や各種スポーツ大会は、心身の健康づくりのために大切である。地域住民が一堂に会
して交流できる行事であるので継続実施してほしい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

市民の生きがいづくりの推進及び「人財」の登録と活用

世代間交流事業を通じた生きがいづくりの充実

活動内容

　公民館の各種事業において、異世代間の交流を図り参加者の生きがいづくりの場を充実させ
る。
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３－４

3

4 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

公民館活動・事業による地域支援

活動内容

　地区公民館の特徴ある公民館活動を行うため、事業費の効率的な配分や事業活動の支援を
行い地域の活性化に資する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　各地区公民館においては、各種事業を町内会会長連絡協議会や地区スポーツ振興会等と連
携して行うことで、公民館の経費を有効に支出しており、住民協働の活動を展開している。

課題等

　地域活性化のためにも、町内会長連絡協議会や地区スポーツ振興会と事
務を共有することは大切であるが、公民館主事が地域の事務局的存在となっ
ているところもあり、本来業務に差し支える場面も否めないことから、慎重とな
らざるを得ない地区もある。

　地区公民館・分館は地域コミュニティーづくりの核となるものであるから、適切な予算措置・配
分と費用対効果を念頭に有効活用していくものでありたい。また、事業の内容によっては参加者
からの一部負担等の方向性も視野に入れていくことが必要と考えられる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　市の予算の範囲内での補助金交付であり、交付額の減少により、各団体のそれぞれの活動内
容の工夫がされているものと思われる。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で交付する。

　市の厳しい財政事情もあると思いますが、これからも同様、継続して各団体を支援していただ
きたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

地域や団体等の活動の促進、支援

地域活動団体への支援

活動内容

　大館市連合婦人会等、地域活動団体への補助・活動支援を行うことにより、地域活動の活性
化を図る。
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３－５－１

3

5 担当課（館）

① 中央図書館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 中央図書館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

図書館資料の充実

活動内容

　 エコポイントを活用し、児童書については「調べ学習」に役立つ図書を、一般は「環境問題」の
ための資料の充実を図る。また、市民・団体等へ図書（特に新刊書、郷土資料）の寄贈を働きか
け、市内の図書館や県立図書館などとの相互貸借を積極的に進める。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　図書購入費が削減する中、市が取得したエコポイントを活用した図書の購入や市民や団体に
寄贈を働きかけるなど資料の充実を図り、市内の図書館や県立図書館などとの相互貸借を積極
的に進める努力は評価できる。　また、「真崎文庫」のデジタルデータ化は市民の貴重な知的財
団をしっかり保存し積極的に活用するために必要なことであり高く評価できる。

課題等

　さまざまな手法により、図書購入費の削減をカバーしようとする努力は評価
する。しかし、根本的に図書購入費の削減に対して対策を講ずる必要があ
る。　「真崎文庫」のデジタルデータ化はホームページに掲載するなど、市民
への周知が課題となる。

　エコポイントの活用や、市民団体などへの図書の寄贈の働きかけにより資料の充実が図られた
ことは評価できる。
　また、デジタルデータ化した「真崎文庫」については、市のホームページに掲載するなど、活用
が図られていることは評価できる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　計画どおり市内全館の図書館情報システムを整備しネットワーク化を図った。また、システム整
備と並行して蔵書データ入力を進め、予定冊数を完了した。どちらも、職員が協力して、計画的
に目標をもって実施したもので評価できる。

課題等

　図書館が閉じていてもインターネットで蔵書の検索や予約ができるよう、図
書館情報システムを発展させ市民サービスの向上を図るよう検討すべき。

　計画どおり図書館情報システムを導入し、市内全館のネットワーク化を図るとともに蔵書データ
も整備するなど、図書館サービス向上に役立つ取り組みをしたことは評価できる。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

図書館活動の推進と充実

図書館情報システム及び蔵書データの整備

活動内容

　 花矢図書館、田代図書館に図書館情報システムを７月までに導入し市内全館のネットワーク
化を構築するとともに、蔵書データの整備を進め、選書や相互貸借、レファレンスなど図書館
サービスの向上を図る。
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３－５－２

3

5 担当課（館）

③ 中央図書館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 中央図書館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

本と親しむ場の拡大と充実

活動内容

　 移動図書館車巡回ステーションの見直しや福祉施設等への図書の提供により「本と親しむ
場」の拡大充実を図る。また、県の「子ども読書夢プラン」などを活用して学校図書館への司書
派遣を行なう。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　図書館内に「環境問題コーナー」や「郷土コーナー」を新設し社会的な課題や郷土に関する図
書・パンフレットを設置したことや移動図書館車による夏休みを利用した「放課後子ども教室」へ
の特別巡回（７校）を新たに実施したこと、また、学校図書館への司書派遣(県の「子ども読書夢
プラン」事業を活用）も継続実施し本と親しむ場の充実を進めたことは「本と親しむ場の拡大と充
実」という点で評価できる。

課題等

　県の「子ども読書夢プラン」事業は２３年度で終了するが、学校図書館との
連携(支援)を深めることは公立図書館の大事な役割であり、今後も何らかの
形で進める必要がある。また、開館時間の延長や市民ニーズに則した開館
日の設定も検討すべき。

　移動図書館車による夏休みを利用した「放課後子ども教室」への特別巡回を新たに実施したこ
とは評価できる。
　公立図書館の大きな役割である学校図書館との連携（支援）については、定期的な職員交流
会や研修会などを開催して欲しい。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　「真崎コレクション展」では展示ケースを増設しより充実した展示会としたことや図書館後援会と
協働で「文化講演会」を開催するなど継続事業を充実させている。また、市内全高校の図書委
員が中心となって実施した「高校生による読み聞かせ会」など、従来からの事業を充実させ新し
い事業も実施したことは大いに評価できる。

課題等

　読み聞かせボランティアも含めて、ボランティアに参加する市民の高齢化が
目立つ。世代交代の時期に入っていることから、若い世代がより図書館に関
心を持ち、ボランティアに参加するよう働きかける必要がある。

　高齢化する読み聞かせボランティア対策として、「高校生による読み聞かせ会」（若い世代への
活動の継承を進めること）を開催するなど、図書館及び図書への関心のきっかけをつくったこと
は評価できる。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

図書館活動の推進と充実

市民と連携した読書活動推進事業の充実

活動内容

　 「ブックスタート事業」を継続実施するとともに、ボランティアと連携した「読み聞かせ会」を市内
全図書館で実施する。また、「読書感想文コンクール」や「真崎コレクション展」など地域や図書
館の特色ある読書活動推進事業の充実を図る。
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３－６－１

3

6 担当課（館）

① 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 生涯学習課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

芸術文化に関する事業の積極的な周知・活用

活動内容

　文化庁などが所管する各種事業等を、関係団体や文化施設、学校等に積極的に周知・活用
することにより、地域における芸術文化体験の機会を増やす。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　今年度は、有浦小にバレエ、雪沢小に演芸、西館小にオーケストラ、矢立小、下川沿中に
ミュージカル、二中に演劇、釈迦内小、成章小に落語が採択、それぞれ実施され、優れた舞台
芸術を鑑賞することができた。

課題等

　同様の事業は市単独では実施不可能であり、今後も引き続き、市内各小中
学校への事業周知や申請手続き等の支援を継続する。

　本物に接することは子どもたちの情操を豊かにするものであり、本事業の活用による機会の提
供は高く評価できる。
　厳しい財政事情では市単独での実施は難しいものと思われる。今後も引き続き事業採択に向
けての協力をお願いしたい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　市の予算の範囲内での補助金交付であり、交付額の減少により、各団体のそれぞれの活動内
容の工夫がされているものと思われる。

課題等

　今後も市の予算の範囲内で交付する。

　市の厳しい財政事情もあると思いますが、継続して各団体のバックアップ、支援をしていただき
たい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承

芸術文化団体への支援

活動内容

　大館市芸術文化連盟や比内芸術文化協会、田代地区芸術文化協会等、芸術文化団体に対
し補助を行うことにより、地域の伝統文化や伝統芸能の活動を支援する。
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３－６－２

3

6 担当課（館）

③ 中央公民館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 中央公民館

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験者
等の意見

公民館事業のデータベース化事業

活動内容

　過去の公民館事業のデータベース化を図ることにより文化の継承を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　緊急雇用創出臨時対策基金事業を活用し、中央公民館での過去の実施事業や写真のデー
タ化、ＶＨＳビデオテープのＤＶＤ化を実施した。

課題等

　今年度末で、データ化が終了する見込みであることから終了する。また、今
後はデータベース化した資料を生涯学習推進に有効活用する方策を検討す
る必要がる。

　データベース化された視聴覚教材や資料を市民の目にふれさせる工夫が必要と考えられる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　各サークル等の発表の場として定着している生涯学習フェスティバルでの「チームダンスフェス
タ」や「サークル作品展」、各地区公民館での文化祭等の他に、今年度は「東日本大震災救援
チャリティー芸能発表会」に協力をした。

課題等

　今年度初めて生涯学習フェスティバルの他に大規模な発表会（東日本大
震災救援チャリティー芸能発表会）の実施があったが、このような発表会が継
続して開催されるよう支援が望まれる。

　生涯学習フェスティバルのメーン開催日は、中央公民館サークル祭りのほか、青少年ホームや
サンクレアの祭りと同日開催のため来場者が分散してしまうので、効果的な開催のあり方を検討
してほしい。
　ダンスフェスタは４回目を数え、フェスティバルの目玉として定着してきつつあり、継続実施して
ほしい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

芸術文化の振興と伝統文化・伝統芸能の継承

生涯学習フェスティバル・文化祭を通じた芸術文化の振興

活動内容

　生涯学習フェステバルや文化祭等で関連サークル等へ活動や発表の場の提供や支援をす
る。
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３－７－１

3

7 担当課（館）

① 郷土博物館

取組の方向性

□　継続

■　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

埋蔵文化財調査

活動内容

　市道の整備に伴い、１６名の臨時職員を雇用し、川口十三森遺跡発掘調査を行い、出土品の
調査・保存と遺構等の基礎データを記録する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　発掘作業は、緊急発掘調査が入ったため当初９月末の終了予定が１０月末となったが、遺跡
現地説明会の開催が当初１回の予定が３回実施するという反響を得た。また、出土品の調査・保
存と遺構等の基礎データを記録も順調であり平成２４年度に引き継がれる。

課題等

　発掘調査及び調査結果を記録として保存するための高いスキルを持った職
員が不足している。

　発掘調査は、報告書の完成によって業務完了と思われるので、報告書の完成まで十分な調査
を続けてほしい。
　また、先人の足跡を現代の人（特に子どもたち）に伝えることは、大変有意義なことなので、地
域の文化遺産の一つとして、ぜひ公開の機会を持ってほしい。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　平成２１年度から実施し、博物館収蔵品、鳥潟会館収蔵品、小畑記念館収蔵品、大館佐竹家
収蔵品の他、図書、写真、切手など広範囲にわたる台帳を作成することができた。

課題等

　今までの成果を平成２４年度に実施する博物館展示研究と図録作成に生
かしたい。

　約２万７千点の収蔵品を整理し、台帳化できたことは評価に値する。今後も未整理品を山積み
することなく、随時整理に努力されたい。
　また、整理後のデータを展示内容や印刷物に反映するとともに、適切に保管されたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

郷土資料収集と収蔵品整理・保存

活動内容

　郷土資料について、緊急雇用で収集及び整理員４名を配置し、収集のさらなる強化と、既に収
集された数万点におよぶ諸資料(古文書、図書、衣服、道具、家具)などの整理・保存、データ
ベース化して、展示や研究などへの有効活用を図る。
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３－７－２

3

7 担当課（館）

③ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

博物館等の特別展、企画展の開催強化

活動内容

　鳥潟会館と同会館庭園及び郷土博物館所蔵の塚ノ下遺跡出土土偶が県指定文化財となった
ため、記念イベントを企画実施する。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　鳥潟会館及び同庭園関係では、「街の茶会」7/21開催、入場者300名、ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ「夕涼み庭
園」8/1-8/14、同199名、「紅葉の庭園」10/29-11/6、同59名、「雪の庭園」2/25-3/4、同６５
名、「夏休み子ども映写会」8/3-8/4、同３９名、「フォトコンテスト」2/1-2/29、応募８名５４点と
なった。塚ノ下遺跡出土土偶関係では、「縄文人祈りのDOGU展」7/23-9/25、入場者1,085名、
「記念講演」8/6、同50名、「川口十三森遺跡見学会」9/4ほか150名が見学した。

課題等

　イベントの開催は入場者増につながるという確信はもてたが、記念イベント
は単年度だけなので、財政難であるが平成24年度も新たな企画を進めてい
きたい。

　一定の予算を確保し、毎年、何かしらのイベントに取り組み、地域文化の振興を図ってほしい。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　３月から６月に渡り、計３回のふ化事業を実施した。その結果、404個の卵のふ化委託を受け、
有精卵286個におけるふ化が242個でふ化率84.6%と高い率を達成できた。

課題等

　ふ化委託600個を達成できるよう三鶏保存会員へのPRが必要。
　本ふ化事業ではなく試験ふ化作業の際、東日本大震災による停電でふ化
できなかったため、鳥インフルエンザ対策のみではなく自然災害対策も必要
である。

　目標を大きく上回る孵化率は評価できる。三鶏を末永く保存するためにも、三鶏保存に市民レ
ベルで取り組む団体を育成してほしい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

秋田三鶏記念館事業の孵化事業の安定化

活動内容

　孵化事業は、入卵600個、有精卵の70%を孵化させるよう目標とし、H23年３月から６月まで実施
する。
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３－７－３

3

7 担当課（館）

⑤ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑥ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

天然記念物観察施設の改修

活動内容

　天然記念物「長走高山植物群落」の観察施設が腐朽しているため修繕する。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　当初は6月を予定したが、観光シーズンの盛りなので工事を11月以降に変更するも、観察デッ
キの土台の腐朽が著しく追加の修繕が必要となった。

課題等

　入場料等の収入がないのに加え、野外施設であるため風雨で傷みやすく
維持管理がかさむ。

　目標は達成できたが、風穴館の施設・木道など修理の必要なところは、まだまだある。財源を
確保して、計画的な維持管理に努め、貴重な自然遺産を保持してほしい。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　ホームページの掲載先人は23人まで増やしたが、今後も順次増やしていきたい。
　また、当初予定していなかった博物館内の先人顕彰コーナーのリニューアルは、教員の長期
研修者により行うことができた。

課題等

　ホームページ上では多くの先人を掲載ができるが、これ以上増やすとなると
ジャンルを分ける必要が出てくる。

　ホームページに加えて、先人顕彰コーナーのリニューアルは、目標値以上で評価できる。これ
に満足せずに、さらなるリニューアルに取り組んでいく必要がる。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

大館市ホームページの先人顕彰充実

活動内容

　先人顕彰の充実を図るため、既存収集資料と「大館の人・事典」等を参考として、市ホーム
ページの「大館の偉大なる先人」欄の充実を図る。
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３－７－４

3

7 担当課（館）

⑦ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

⑧ 郷土博物館

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

市内遺跡発掘調査と二井田館跡発掘調査整理

活動内容

　埋蔵文化財詳細分布調査(国庫補助事業)は、4月現在、餅田、橋桁地区を予定しているが、
開発行為がある場合は随時追加して調査する。
　二井田館跡発掘調査を整理し報告書としてとりまとめる。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　川口十三森遺跡を除いて、開発行為に伴い市内16箇所を調査した。
　また、過去に下水道工事に伴い発掘調査した二井田館遺跡について、報告書としてまとめた。

課題等

　発掘調査及び調査結果を記録として保存するための高いスキルを持った職
員が不足している。

　開発で埋蔵文化財が失われないように、行政内の各部門相互の連携をとり合い、開発の際に
は「発掘調査が必要」という意識を高める努力をされたい。

点検評価

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　■目標を大幅に下回る

　文化庁関係補助金及び観光関係補助金でも単に標柱設置に活用できる補助金はないため、
さらに検討を要する。

課題等

　郷土博物館のみの計画ではなく、商工観光課や観光協会と協議の上で計
画していく必要がある。

　観光サイドとの協議やタイアップは必要だが、文化財部門として必要な標柱の設置について、
具体的な計画を立てて、段階的に実施されたい。

重点施策点検・評価表
推進目標

市民の学習環境の充実

重点施策

文化財の保護と調査及び郷土資料の収集、保存、活用の拡充

大館城跡等への標柱設置計画の立案

活動内容

　大館城下をふるさと教育や郷土愛護、さらには観光に生かすために、歴史観光の拠点として
充実を図る目的から重点箇所に標柱を設置する計画案の立案と文化庁等事業活用できる補助
金検討。
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